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兵庫県子ども・子育て支援推進本部ニュース 第１２３号 

         

  

平成２８年（２０１６年)９月 

ひょうご 

子ども未来通信９月号 
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html 

 

育休復帰応援セミナー 「育休復帰後のライフプラン」 

「そろそろ職場復帰を考えているけれど、どんな働き方ができるのだろう？」「将来子育て

しながら、今の仕事ができるかな？」「この先、子育てにどれくらいお金がかかるのだろう？」 

などと不安を持っていませんか？ 

すごろくを使ったワークショップで社会保険や年金などの制度を知り、共働きか、フルタイ

ムかパートタイムか、などの場合を比べて、ライフプランについて一緒に考えましょう。 

◆日  時：平成２８年１０月２９日（土）1０:００～1２:００ 

◆場  所：神戸クリスタルタワー７階 セミナー室 

◆定  員：１０名（組：パートナーとの参加可）（抽選） 

◆一時保育：あり 定員６名（１歳半から就学前まで・無料・要予約：1歳半未満同席可） 

◆講  師：大津 恵美子 さん（ファイナンシャルプランナー、社会保険労務士） 

◆申込方法：所定の申込書に必要事項を記入の上、持参、郵送、ＦＡＸまたは電話 

 

「多様な働き方応援シンポジウム～人材多様化時代を勝ち抜くイクボスマネジメント戦略～」 

参加者募集 

少子高齢化の進展等、社会情勢の変化に対応するためには、多様な人材の活用による生産性

の向上を図るとともに、男性の長時間労働を見直し､仕事と家庭の両立を図る必要があります。

その円滑な推進に不可欠な｢イクボス｣について、みんなで考えるシンポジウムを開催します。 

◆日 時：平成２８年１０月１９日(水) １３:３０～１６:００ 

◆場 所：神戸クリスタルタワー３階 クリスタルホール 

◆講 師：塚越 学 さん 

（株式会社東レ経営研究所上席シニアコンサルタント、NPO 法人ファザーリング・ジャパン理事） 

◆定 員：２００名（先着順） 

◆参 加 費：無料 

◆一時保育：あり 定員１２名（１歳半から就学前まで・無料・要予約） 

◆申込方法：・所定の申込書に必要事項を記入の上、持参、郵送、ＦＡＸまたは電話 

・ＱＲコードを使ってスマートフォンや携帯電話またはＨＰから申込み 

 

問い合わせ先 〒650-0044神戸市中央区東川崎町 1-1-3 神戸クリスタルタワー７階 

TEL:078-360-8550  FAX:078-360-8558 

 
 

 

携帯電話 スマートフォン 



2 
 

 

 ひとり親家庭が安心して子育てをしながら生活することができるよう、修学や疾病など

での家事援助、保育などのサービスが必要となった時に、家庭生活支援員が児童の世話な

どを行います。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

   
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

  

✧家庭生活支援員にご登録いただける方も募集しています。 

 
・各市町の母子福祉担当（ただし、当事業を実施していない市町もあります。） 

  ・県内地区共励会（ただし、当事業を実施していない場合もあります。）  

一覧はこちら→ http://www.hyougoboshi.join-us.jp/nakama/index.html  

・兵庫県児童課家庭福祉班 TEL：078-362-3201 

     

 
 

 ◆お問い合わせ◆ 

  

 

 

 

 

出張ワークショップ 

ひょうごミュージアムフェア 2016「古代ローマの「神様」になろう！」 

平成２８年 10月１日（土）・２日（日）10：00～16：00 (受付は 15：30まで） 

★県内のミュージアムの魅力を発信するイベントです。兵庫県立美術館のコーナーでは、「世界遺

産 ポンペイの壁画展」に関連した体験スペースが登場します。ぜひ遊びに来てね。  

申込不要、参加費無料 

場 所：神戸ハーバーランドスペースシアター（神戸ハーバーランド センタービル地下 1階）  

申込・問合せ先：（078）262-0908 県立美術館こどもプログラム係 

 

     日常生活のお困り事 お手伝いします！ 

    ～ 兵庫県ひとり親家庭等日常生活支援事業 ～ 

 ✧ 子育て支援 ✧ 

  ・残業や出張などで帰宅時間が遅くなるとき 
 ・技能習得のための通学や就職活動をするとき 
 ・病気や出産、事故、冠婚葬祭などのとき 
 ・学校等の公的行事に参加するとき   など 
                     

家庭生活支援員が乳幼児の保育・食事
の世話を行います 

支援場所 

 家庭生活支援員宅､講習会等職業訓練の受

講場所、児童館等利用しやすい場所など 

こんなときにご利用ください 

 

兵庫県(神戸市､姫路市､尼崎市、 

西宮市を除く)に居住する 

ひとり親家庭等 

 

利用できる方と自己負担額 

 ✧ 生活援助 ✧ 

  ・通院補助、家事の支援を受けたいとき  
など 

 
                     

家庭生活支援員が家事・病院への送迎、
生活必需品の買い物などを行います 

支援場所 利用者宅 

利用世帯の区分 子育て支援 生活援助 

生活保護世帯 ０ 円 0 円 

市町村民税非課税世帯 
児童扶養手当支給水準世帯 ７０ 円 １５０ 円 

上記以外の世帯 １５０ 円 ３００ 円 

※ １時間あたりの金額です。 

 

http://4.bp.blogspot.com/-6zjo3kUu7ko/VJ6XK2pggVI/AAAAAAAAqGg/skf8wO3bD_w/s800/time2_hiru.png
http://4.bp.blogspot.com/-eQHo9pHbmmI/Udy6mloYtYI/AAAAAAAAWJg/B4t2N99HZaY/s800/ehon_hahako.png
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幼児期は心身ともに大きく成長する時期です。       

子どもの遊ぶ環境を整えていきましょう! 

 

＜屋内＞ 

◆クレヨンなどお絵描きや、粘土や折り紙、の 

りやハサミなどの道具を揃え、様々な表現活動 

ができるようにしましょう。 

◆紐通しをはじめ、パーツを繋げる組み立て遊 

びなど手先を使う遊びを積極的に取り入れまし 

ょう。 

◆積み木やブロック、ごっこ遊び、楽器、絵合 

わせやパズル、カードゲームなどのおもちゃを 

バランスよく揃える、または遊ばせる環境があ 

ると良いでしょう。 

＜屋外＞ 

◆スコップやバケツなど砂・水遊びできる道具 

を用意しましょう。石や葉っぱなどの自然物も 

子どもの遊びを広げてくれます。 

◆公園の遊具や三輪車など、体を使って遊ぶこと 

も大切です。 

 

広い場所での追いかけっこや、ボール遊びも 

楽しめるようになるので、様々な場所へ出かけた 

いですね。 

遊ぶ際には、ひとり歩きで行動範囲が広がり、 

活発に動くお子さんから目を離さないようにし 

ましょう。 

 

問い合わせ おもちゃコンサルタント 
竹下 あきこ E-mail momlabo@gmail.com 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Facebook で子育て情報発信中！ 

 こども・子育てひみつ基地  

https://www.facebook.com/kodomo.himitsukichi 

検索

 

編集部からのお知らせ 

 「ひょうご子ども未来通信」は、市町、企業、商工会議

所、商工会、青年会議所、地域団体・NPO、県関係機関な

どや希望者に電子メールにより配信しています。新たに配

信を希望される方は、下記アドレスに「未来通信・配信希

望」と送信してください。未来通信に掲載する記事も随時、

募集しております。ご希望の方は下記までご連絡下さい。 

 兵庫県子ども・子育て支援推進本部 

 （健康福祉部こども局こども政策課） 

  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

会 期：平成 28年 10月 15日（土）～ 

    平成 28年 11月 27日(日)

休 館 日：月曜日 

開館時間：午前 10時～午後 5時（入館は午

後 4時 30分まで） 

会 場：兵庫県立歴史博物館ギャラリー 

（〒670-0012 姫路市本町 68番地） 

 (℡ 079-288-9011） 

料 金：大人 1,000円（800円）、  

大学生 700円（550円）、 

高校生 500円（400円）、 

小・中学生 無料 

※（ ）内は 20人以上の団体料金 

※障がい者及び 65歳以上の方は半額。障が

い者１人につき、介護者１人は無料。 
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